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（2）北九州市一般廃棄物処理基本計画の推進

● 計画の趣旨

  北九州市は平成 5 年に、ごみ処理の基本理念を「処理重視型」から「リサイクル型」に転換し、

これまで、かん・びん・ペットボトルの分別収集や一般ごみ収集の有料指定袋制度の導入、紙パッ

クとトレイの拠点回収など、さまざまな資源リサイクル施策に取り組み、市民の皆さんのご協力

のもと、一定の成果をあげてきました。しかし、今後のごみ量は、ますます増加するものと予測

されており、より一層のごみの減量化、資源化の取り組みが必要となっています。

  そこで、北九州市のごみ処理の基本理念について、これまでの「リサイクル型」を一歩進め、

ごみの発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再資源化（リサイクル）のいわゆる「3R」

を基本に、再生品の需要拡大（グリーン購入）に至るまで総合的な取り組みを図る「循環型」に

発展させるため、平成 13 年 2 月に、「北九州市一般廃棄物処理基本計画」を策定しました。

  この計画は市の計画であるとともに、市民や事業者の皆さんの計画でもあります。実効ある計

画を推進するためにも、皆さんのご協力をお願いいたします。


